
はじめに

　2009年、「公文書等の管理に関する法律」（以下、

「公文書管理法」）の制定を一つの契機として、公文

書館の設置が進められ、国公立大学においても文書

館が組織されてきている１。近代アーカイブズ２と

しての文書館は1878年、岩倉使節団の記録官久米邦

武によって『米欧回覧実記』で紹介され、欧米諸国か

らもたらされたが、日本初の文書館設立は1959年、

山口県文書館の開館まで待たねばならない。図書館

や博物館と同時期に紹介されたにもかかわらず、日

本においては戦後10年以上経ってようやく文書館が

設置されたことからもわかるように、文書館への関

心と理解は一般的に乏しく、大学文書館へのそれは

さらに顕著である。大学附属施設として必置の附属

図書館、学生教育の場として、開かれた大学の施設

として大きな役割を果たす大学博物館は、その存在

や活動の認知が進んでいる。多くの大学文書館は主

に記録史料や書籍資料を収集・保管し、展示するた

め、図書館や博物館の活動領域と重なり、これら類

縁施設との境界は曖昧となっている３。文書館と博

物館では展示の目的が異なるが、来館者にとってこ

れら２つの施設における展示は同一の普及活動とし

て捉えられるため、同じ大学構内に２つの展示施設

が設けられていることに疑問を持つ人も出てくるで

あろう。本稿では、大学文書館における展示活動の

傾向を国公立大学と私立大学とでいかに異なるかを

整理し、筆者が実際に展示室開設に携わった西南学

院史資料センターを事例として文書館展示の意義を

考察したい。

　なお、アーカイブズと言う語は、施設（ハコ）の名

称として使用されたり、整理された資料群（モノ）や

その体系を指したりすることがあり、やや意味が錯

綜するため、本稿では前者のそれを文書館と、後者

の整理された資料群や体系をアーカイブズと表記す

るものとする。

1．公文書館の展示−目的と独自性

　森本洋子氏「アーキビストの専門性－普及活動の

視点から」４の発表により、文書館における普及活

動５が注視されはじめた。各文書館の年報をはじめ

ニュースレターや紀要で展示活動の報告がなされ、

文書館展示の事例の母数は豊富となり、文書館展示

の研究は進んでいる。ここでは、大学文書館の展示

を検討するにあたり、はじめに文書館、特に公立の

文書館における展示活動について整理する。

1-1．文書館展示の目的

　まず文書館における展示活動はどのような役割を

持つのかを確認したい。文書館の設置目的は、公文

書館法第４条において「公文書館は、歴史資料とし

て重要な公文書等（国が保管していた歴史資料とし

て重要な公文書その他の記録を含む。次項において

同じ。）を保存し、閲覧に供するとともに、これに関

連する調査研究を行うことを目的とする施設とする

（下線筆者）」と定められている。４条のとおり、文

書館は公文書、歴史的記録史料の保存をはじめ、そ

れらの閲覧と調査研究をする目的を持った機関であ

る。この法令の中で、展示は「閲覧に供する」という

普及活動の一部とみなされる。また、公文書をいか

に取り扱うかを規定した公文書管理法では、その23
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条にて、「国立公文書館等の長は、特定歴史公文書

等（第十六条の規定により利用させることができる

ものに限る。）について、展示その他の方法により積

極的に一般の利用に供するよう努めなければならな

い（下線筆者）」と定めており、施設を規定する文書

館法だけでなく、文書取扱の法律においても利用の

促進が謳われ、展示をその方法として明記している。

文書館の展示は、法律の中で閲覧の一機能としてみ

なされ（文書館法）、積極的な利用促進のために行わ

れるもの（公文書管理法）とされている。

　文書館の現場においても展示は同様の認識で、記

録史料の重要性の理解と利用を促し、ステークホル

ダー拡大のために、当該館の広報活動として行われ

ている状況である６。柴田友彰氏や井上麻衣子氏に

よると、文書館のステークホルダーは「認知層」「理

解層」「利用（閲覧）層」という層が考えられている７。

認知層は、文書館の存在を単純に知っている層を言

い、文書館がいかなる活動を行っているかなどは知

らない人々を指す。理解層は記録史料の重要性や文

書館の活動を理解している層を指すが、ここでの理

解層はアーカイブズ化された史料を保管庫から取り

出し、閲覧する利用者とは区別される。最後に、利

用（閲覧）層は、文書館閲覧室で、実際に資料を閲覧

する層を指す。文書館の展示は、ここでの認知層・

理解層の増大を目指し、最終的に閲覧利用者の獲得

を目的とするため、館の広報活動としての側面が強

い。これは文書館の大きな課題である社会での認知

度を向上させるためのもので、展示を通してステー

クホルダーを拡張し、文書館の理解を深め、閲覧利

用を促すために各文書館において概ねの共通認識と

して展示が導入されている。では、社会認知度向上

と閲覧利用者拡大の課題に対する打開策として取り

組まれる展示は、いかに構成されているのだろうか。

1-2．文書館展示の独自性

　広報的側面の強い文書館展示であるが、単に文書

館をアピールするためだけの展示ではなく、文書館

がどのような機能を果たしているかを示す必要があ

る。文書館の収蔵資料は公文書をはじめ、地域の歴

史的史料をも収蔵している館が多い。このため、地

域の歴史的古文書を紹介する展示は、その史料に何

が書かれているかを中心に展開され、歴史系博物館

の展示と酷似する８。文書館にいかなる史料がある

のかを示すために、このような史料紹介の展示も行

われるべきだが、一方で文書館独自の展示が模索さ

れる。文書館の独自性を示す展示とは、まず群によ

る展示である。記録史料はいかなる文脈の中で生成

されたかを示せることが重要で、重要な文書であっ

ても１枚だけ残された史料というのは価値を付加さ

れにくい。このためアーカイブズで、重要となるの

がひとまとまりの群として残った記録史料の保存で

ある。このような群による展示は秋田県公文書館「秋

田藩の修史事業」（1994年）などの展示がその例とし

て挙げられている９。さらに、文書館独自の展示と

して、文書館の機能や記録史料の重要性を紹介する

パネルやキャプションへの工夫が必要であると言わ

れる。文書館の活動紹介をはじめ、展示されている

記録史料は、閲覧利用ができることを伝えるよう努

める必要がある。その展示例として、柳川古文書館10

や長野県立歴史館の展示などがあげられ11、この展

示では記録史料の重要性や管理など文書館の活動を

紹介し、歴史系博物館とは異なった文書館展示の独

自性を示している。次に、大学文書館は公文書館の

展示活動とはいかに区別されるのか、大学文書館の

特徴を整理し、その展示機能について国公立大学と

私立大学とでいかに異なるか比較する。

2．�大学文書館の特徴と普及活動としての	�
展示−国公立大学と私立大学の傾向

　本章では、はじめに大学文書館の特徴を、次に普

及活動において公文書館とはいかなる点が異なるの

かを、最後に大学文書館の傾向をまとめたい。公文

書館は非現用文書を保管し、閲覧に供することを目

的として親組織の説明責任と業務効率化を図る役割

を担っている12。この目的と役割は大学文書館でも

同様であるが、大学文書館のひとつの特徴は、親組

織が教育機関の大学であるということだ。親組織で
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ある大学は、高等教育・学術水準の向上を目的とし

て設置され13、近年では大学の個性化が要請されて

いる14。大学文書館は、記録史料の管理という目的

の他に、教育機関である大学自体の方針と目的を果

たすため、自校史教育とアイデンティティの再確認

の場として期待されている。安高啓明氏「『自校史』

教育の展開」15によると、大学博物館・文書館にお

ける自校史教育展示は自校の歴史を学び、学校の未

来の姿を志向する“羅針盤”の役割を果たすという。

大学文書館の展示意義は自校史展示を通して過去か

ら現在、未来へと学校の展望を示すことにあると言

える。自校史教育は国公立大学と私立大学でその傾

向が異なり、文書館展示もこの傾向と同様で、国公

立大学のそれは近代教育史の中での大学の位置付け

を提示する。例えば、旧学制から新学制への移り変

わりや全国で展開した学生運動の動きを具体的な自

校の変化や活動として紹介する。私立大学では、自

校の教育方針を示している。例えば、学校の創立者

の理念や功績、その教育の下で輩出された有名人な

どを紹介している16。

2-1．国公立大学の文書館

　大学文書館は大学内部の記録史料を管理し、大学

の視聴覚資料や記念品等の物資料をもその範疇とし

て取り扱っているが17、自校史教育の傾向が国公立

大学と私立大学とで異なるように、文書館の活動も

両者に違いが見受けられる。国公立大学の文書館は、

収集対象として学内の法人文書を含め学校全体の文

書管理を司り、その展示は地域の公文書館と同様、

文書史料の閲覧利用を促すために行われている。こ

の例として、大学文書館で先進的な活動を行ってい

る京都大学文書館と広島大学文書館を取り上げた

い。京都大学文書館では、「京都大学大学文書館へ

の法人文書等の移管等に関する要項」の中で学内の

法人文書を文書館が評価選別し、保管・廃棄する仕

組みを設けている。展示は「京都大学大学文書館利

用等要項」において、利用促進のために行われるこ

とが規定されている。来学者が気軽に見学してもら

うことを見込んで、展示室は、吉田構内の百周年記

念時計台１階に歴史展示室として設置され、常設展

示室と企画展室とに分けられている18。常設展示室

は、紙媒体による記録史料とパネル中心に京都大学

の歴史を通史的に示すもので、旧学制京都帝国大学

の時代や校舎などの変遷を紹介し、ジオラマや学生

寮の再現展示、映像ブースなどを用いて具体的で強

い印象を与えるものである19〔写真１〕。また、学生

運動が盛んであった時の資料も取り上げ、大学が歴

史の中にいかに位置付けられるかを提示している20。

広島大学文書館は、「広島大学文書館規則」において

学内文書の管理を大学文書館が行うことを明記して

いる。展示は「広島大学文書館特定歴史公文書等利

用等規則」の利用促進の項目で規定されているが、

展示室は設けられておらず、東広島キャンパス内で

近接されている大学中央図書館を中心に、大学本部

等で短期的に展示会を実施している21。

〔写真１〕京都大学文書館常設展示室
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2-2．私立大学の文書館

　私立大学の文書館は、大学にとって歴史的に重要

な文書や関連資料を収集し、創立者などを通じて教

育理念を提示する展示傾向がある。記録史料の閲覧

利用促進というよりも、自校の教育理念を提示する

場として展示室は大きな役割を担っている。例とし

て、学習院大学史料館や同志社社史資料センター、

明治学院歴史資料館など、多くの私立大学の文書館

が業務や事業の一つとして展示を位置付け、自校史

展示のための展示室を設けている。同志社社史資料

センターは、常設展示室にて創立者の新島襄や学校

の歴史を紹介し〔写真２〕、企画展示室では「新島襄

と八重」（2013 〜 2014年）、「新島公義宛書簡等資料

の紹介」（2016年）を紹介する展示を行い、明治学院

歴史資料館は「明治学院の創設者たち」（2012年）や、

シリーズ「明治学院 日本はじめて物語」（2015、2016、

2017年）などの展示活動を行っている。また、私立

大学の自校史教育の展示は文書館を設けず、大学博

物館において行う例もあり、関西学院大学博物館で

は、創立者の宣教師や活躍した学長の映像資料や大

学キャンパスのジオラマを設置し、自校史教育の展

示としている〔写真３〕。

　国公立大学の文書館の対象は、大学全体の法人文

書で、廃棄までの管理を役割として担い、展示は利

用促進のために設定されていた。私立大学の場合は、

特に自校にとって重要な歴史的資料を収集・管理し

ており、展示は自校の理念等を紹介するものとして

位置付けていた。国公立大学と私立大学とでは、取

り扱う資料や自校史教育の展示に異なる傾向がある

ことがわかる（表１）。

（表１）大学文書館における自校史教育の傾向

　　　　　〔写真２〕�同志社社史資料センター	 
ハリス理化学館展示室

〔写真３〕関西学院大学博物館自校史写真展示

規程上の収集・管理対象 展示傾向 自校史教育例

国公立大学 大学法人文書および
大学の歴史的資料の管理

教育史における大学の
位置付け，歴史

京都大学：常設展示，「京都帝国大学文
学部の軌跡−教養と国策のはざまで−」

私 立 大 学 自校における歴史的資料
の管理

学校の歴史，教育方針
（アイデンティティ） 明治学院大学：「明治学院の創設者たち」
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3．�西南学院史資料センターの普及活動の	�
事例—大学文書館展示の課題

　西南学院は1916年、米国南部バプテスト派の宣教

師C. K. ドージャーによって創立したミッションス

クールで、1949年に西南学院大学が開設された。西

南学院史資料センターは、学院創立100周年を記念

して、2016年10月22日に設置され、西南学院大学東

キャンパスの百年館内に、閲覧室、保管庫、展示室

を設けている。多くの大学の文書館設置理由と同様、

『西南学院百年史』編纂事業のために集めた資料の管

理と活用が大きな契機となった。展示室については

後述するとして、西南学院史資料センターの収集対

象と展示室の位置づけをその規程から確認したい。

各項目は、次のとおりである。

第２条　資料センターは、次に掲げる事項を目

的とする。

⑴学院創立者C.K.ドージャー並びに学院関係者

の事跡及びその歴史を明らかにし、建学の精神

の涵養、歴史への理解とその継承を図る。

⑵学院、バプテスト教会及び学院に連なる全て

の関係者に係る史料の収集・保存及び調査・研

究を行って、それを広く公開して交流の拠点と

なり、学院の教育並びに研究の充実及び発展に

資する。22（下線筆者）

第３条　資料センターは、前条の目的を達成す

るために、次に掲げる事業を行う。

⑴資料の収集、整理及び保存　⑵調査・研究及

びその成果の発表　⑶展示会、講演会、公開講

座等の開催　⑷資料の公開及びレファレンス

サービス　⑸学院内における西南学院史の教育

に関する業務　⑹年史刊行に関する諸業務及び

資料センターに係る刊行物等の発行　⑺その他

前条の目的達成に必要な事項23（下線筆者）

　西南学院史資料センターの対象は、西南学院と学

院が関係する宗派であるバプテスト派の資料として

いる。第２条、項目２で収集した資料を「広く公開」

し、学院の教育・研究の充実に資することを目的と

して掲げている。第３条にて、その目的を達成する

ための諸事業が列挙され、項目３において展示活動

が位置付けられている。規程から西南学院史資料セ

ンターの展示は、学院史教育に資することを目的と

していることがわかる。

　学院史資料センター展示室の開室までには、運営

委員会、設置準備委員会、展示小委員会、展示部会

と４つの会議が設けられた。西南学院史資料セン

ターは、保育所・幼稚園から大学までの各組織が関

わるため、運営委員会では、センター長のG. W. バー

クレー院長が委員長となり、大学博物館長、神学部

教員、各学校の教職員と関係事務局の職員から構成

された。設置準備委員会においては、石森久広副学

長（当時）が委員長となり、同様の構成となった。今

回の展示室の具体的な構想は、主に展示小委員会お

よび部会にてなされた。展示小委員会では、展示ア

ドバイザーの学外委員として熊本大学文学部の安高

啓明先生にご助言いただいた。内部の構成員は石森

副学長が委員長となり、自校史授業のオーガナイ

ザーの教員、大学博物館学芸員、中・高等学校、小

学校の担当教員、関係事務局の職員であった。さら

に、部会は外部委員の安高先生を中心として、大学

博物館学芸員、パートナー会社、学院史資料センター

事務局が展示準備を行い、西南学院史資料センター

展示室はおよそ２年かけて開室の準備を整えた。

　学院史資料センター展示室が設けられている百年

館は、学生や教員が研究活動を行う場として、また

同窓生らの交流の場として建設された。常設展示は

百年館の正面入口に位置し、最初に来館者を迎える。

対称性を重視した展示構成で、来館者は中央の象徴

展示からその奥に続く企画展示室を捉え、左右に広

がる展示ケースとパネルによって、一体感のある展

示空間として印象を持つだろう〔写真４〕。常設展示

では、象徴展示として創立者のC. K. ドージャーの

日記が中央のケースに据えられ、他４つの覗きケー

スからトピック的に学院の歴史を紹介している。通

史展示ではなくトピック展示になった背景は、常設
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展示の場所が限られており、学院の100年の歴史を

紹介することが困難であったためで、この課題に対

応するよう長さ約４メートルの学院100年の歴史を

綴った年表と、創立者C. K. ドージャーが学院とと

もに歩んだ生涯を紹介するパネルが設置された。企

画展示室は、常設展示とは別にあり、映像資料コー

ナーと、ガラスケースコーナーの２つの区画に分け

られる。映像資料コーナーでは学院の歴史を学院史

資料センターが保有する古写真などから、学院の前

史として1906年、ドージャーの福岡市移住から、

100年を迎える2016年までの歴史を無音動画で紹介

している。常設展示のように放映しているが、その

映像内容は行事等に合わせて変更できるような機種

を使用している。ガラスケースコーナーでは、企画

展示を行うことのできるスペースとなっている。こ

のコーナーではこれまでに「３人のドージャーから

のメッセージ」（2016年）や「西南学院の象徴」（2017

年）などを開催している。また、西南学院史資料セ

ンターは開設前に24、展覧会「日本に蒔かれた一粒

の麦―西南学院の100年―」（2014年）、「西南学院を

支えた宣教師とキリスト者たち」（2015年）を開催し

た〔写真５〕。

　大学文書館での展示の意義は、親組織である大学

の使命をも担う、大学の独自性を示すもので、それ

は国公立大学と私立大学ではその傾向が異なってい

た。前者は、近代教育史の中での自校の姿を、後者

では自校が掲げる教育理念を伝達する場として考え

られている。西南学院史資料センターのこれまでの

展示は、私立大学の自校史教育の傾向に当てはまり、

学院の創立者や学院に尽力した人物に焦点を当てた

内容、西南学院の歴史を象徴的に示す資料を展示す

る内容などで所蔵する資料を展示してきた。自校史

教育の授業として開講されている「西南学院史」や新

入教職員研修での見学、職員の授業への対応がなさ

れており、大学内での自校史教育の場としての認知

は進んでいると言える。この展示に加え、既に公文

書館で進められている文書館の独自の展示を大学文

書館で行うことにより、学内の文書館の認識を高

めることができるのではないだろうか。

終わりに−�西南学院大学博物館と西南学院	史�
資料センター連携の展望

　本稿１章で、公文書館展示の目的は、認知層と理

解層の増幅と利用（閲覧）層獲得のためのステークホ

ルダー拡大を促すものとされていることを確認して

きた。また、文書館の独自性を意識した展示が必要

であり、いくつかの文書館では意識的に取り入れら

れていた例があった。２章では、大学文書館の特徴

をその親組織の大学に求めた。大学文書館の展示は、

自校の歩みを紹介したり、教育理念を紹介したりす

るもので、その意義は大学の歴史を提示することに

よって現在と未来の指針とするためであった。展示

の傾向は国公立大学と私立大学で異なっていたこと

〔写真４〕西南学院史資料センター常設展示室（左）
〔写真５〕西南学院史資料センター企画展示室（右）
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を見てきた。３章では、私立大学の文書館はどのよ

うな展示を行っているか、筆者が実際に携わった西

南学院史資料センター展示の事例を紹介した。最後

にここでは、西南学院史資料センターの普及活動に

対し、２つの展望を述べて本稿のまとめとしたい。

　西南学院史資料センターの展示室の意義は、私立

大学の自校史教育の場として、学校の理念や歴史を

伝え、未来の指針となるために展示活動を行うこと

である。一方で、大学文書館は、自校史教育の展示

とともに文書館としての独自性を示した展示を行う

ことを、今後の大学文書館展示の展望として提案し

たい。群としての資料展示や、記録史料保存の重要

性や文書館活動を紹介する展示を、展示室の一区画

でも紹介するというように努め、展示によって少し

ずつでも文書館そのものの意義を伝えていくことが

必要だと考える。

　さらに、大学博物館と積極的な連携を図ることを

展望のひとつとしたい。西南学院の場合、大学博物

館規程においても学院史を取り扱うことが明記され

ているため、大学博物館と学院史資料センターの双

方に学院史に関する資料が所蔵されている。紙媒体

の記録史料・古写真や記念品は学院史資料センター

に保管され、創立者C. K. ドージャーが使用してい

た机やゆかりのアップライトピアノなどは大学博物

館のドージャー記念室で保存展示されている。学院

史資料センターで調査や展示等で必要な時に大学博

物館から協力いただいた事例も多数ある。取り扱う

資料の違いから、両者での資料借用等の協力をはじ

め、来館者の相互流動や展覧会の共同開催などが、

具体的に考えられる。ユダヤ教からキリスト教、宣

教師、日本のキリスト教史の資料を多数保有する大

学博物館と、宣教師がもたらした西南学院史の記録

史料を管理する大学文書館の積極的な連携による展

示は、在校生・在学生自身が歴史の中にいかに関

わっているかを身近に提示する機会となる。2000年

を超えるキリスト教の歴史と現在西南学院で学ぶ学

生たちとが、大学博物館の博物資料と学院史資料セ

ンターの記録史料によって繋がる展示を考えていく

ことができると思う。
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